
性に関する課題解決計画について 

                            

１ 事業の趣旨・目的等 

近年、性情報の氾濫など、児童生徒を取り巻く環境が大きく変化してきており、児

童生徒が性に関して適切に理解し、行動することができるようにすることが課題とな

っている。このため、学校医、医療関係者、行政関係者等から成る協議会を開催し、

指導・助言を得て課題解決計画を作成し、学校における性に関する指導の充実を図る。 

 

２ 計画作成スケジュール 

実施時期 実施内容 備考 

７月 ３日 
第 1回性教育連絡協議会（性に関する課題

解決に向けた計画の検討） 
 

７月～２月 性教育地域検討委員会の開催・実践 

県内４地域検討委員会に

よる性教育の実践（学

校・家庭・地域との連携

等） 

８月２２日 
第 2回性教育連絡協議会（性教育地域検討

会の実践発表及び講演会） 

県内教員を対象とした研

修会を兼ねて実施 

１１月２１日 
第 3回性教育連絡協議会（事業成果の検証

と県教育委員会への提言） 
 

２月 
県教育委員会ホームページに性教育連絡

協議会の取組を公開 
 

 

３ 協議会の構成員 

①医療関係者   

②医療関係者   

③ＰＴＡ関係者   

④ＰＴＡ関係者  

⑤学校関係者   

⑥学校関係者   

⑦学校関係者   

⑧学校関係者   

⑨学校関係者   

⑩学校関係者   

⑪学校関係者   

⑫行政関係者(千葉県健康福祉部疾病対策課)   

⑬行政関係者(千葉県教育庁教育振興部学校安全保健課)   

 



４ 課題解決計画案の具体的内容 

テーマ「性に関する課題の解決に向けて」 

 

Ⅰ 課 題                               

  重点課題 

   

 

 

 

Ⅱ 事業内容                               

 

＜性に関する課題解決計画の作成＞ → 学校安全保健課 

 

＜地域検討委員会による実践＞ 

 ①富津市立佐貫小学校検討委員会 → 第２回性教育連絡協議会で発表 

 ②県立上総高等学校検討委員会  → 第２回性教育連絡協議会で発表 

 ③館山市立第二中学校検討委員会 → 令和２年度発表 

 ④県立茂原樟陽高等学校検討委員会→ 令和２年度発表 

 

 ３ 性に関する特別講師による講演会 

  ＜性教育専門家による講演会＞ 

講師；講師：ダイビーノン 代表 飯田 亮瑠 氏 

 

 

 

 

＜エイズ教育用パンフレットの検討＞ 

 

＜事業成果の検証と提言＞ 

 

＜県教育委員会と県健康福祉部との連携＞ 

 

 

Ⅲ 成果・効果                               

 ○千葉県における性に関する課題を検討することで、重点課題が明らかになる。 

 ○地域検討委員会における実践を公開することで、各地域の指導体制の構築及び 

指導の参考となる。 

 ○性に関する課題解決の推進を図ることができる。 

 

 

発達段階に応じた指導 

思春期における性に 

関すること 

エイズや梅毒など 

性感染症に関すること 

特別な支援を要する 

児童生徒に対する性に

関すること 

第 2回性教育連絡協議会を県内公立学校教職員対象に（研修会を兼ねて）公開 

県教育委員会ホームページに掲載し普及拡大を図る 



 

５ 課題解決に向けた取組 

 

「地域検討委員会」等の設置 

 

 

 

 

 

 

 

※ 運営・委員構成等については、各地域検討委員会の計画により決定する。 
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